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株式会社ナイスクラップの株式の取得（連結子会社化）に関するお知らせ 
 

 

当社は、平成 17 年 9 月 22 日開催の取締役会において、株式会社ナイスクラップ（以下「ナイ

スクラップ」）の株式を取得し、連結子会社化することを決議いたしましたので、下記のとおりお

知らせいたします。 

 

記 

１．株式の取得の理由 

当社は、平成 14 年 6 月 12 日付で株式会社ナイスクラップ（以下同社）の発行済株式総数

の 33.60％の株式を取得するとともに、同社との間で業務提携を締結し、商品、店舗開発など

の面で相互に協力するとともに、当社の持つ「マーケットイン（顧客との会話によって一人

ひとりのニーズに適した商品やサービスを提供する手法）」の技術と、同社の持つ「もの作り」

技術とを融合させてまいりました。また、相互に役員を派遣する等人的交流を活発に行い、

平成 16年 4月 1日には合弁で株式会社マグスタイルを設立するなど緊密な関係を構築してま

いりました。 

こうした関係をさらに強固なものにし、一体感をもった企業グループを形成することによ

って、ファッション業界の変化の激しい市場において確固たる地位を築き上げることが可能

であるとの認識を、両社間で強く共有するようになり、さらなる関係強化の方策について協

議を進めてまいりました。 

その結果、同社の主要株主である菊地博已氏より株式譲渡を受けることが、従来以上の密

接な関係が構築でき、最も効果的であるとの認識で一致いたしました。 

 

２．異動する連結子会社の概要 

（１）商     号 株式会社ナイスクラップ 

（２）代  表  者 代表取締役社長 菊地 博已 



（３）所 在 地 東京都渋谷区神宮前六丁目 12番 22 号 

（４）設 立 年 月 日 昭和 57年 9 月 1 日 

（５）主な事業の内容 婦人服衣料並びにバッグ、アクセサリー等の関連雑貨の企画・販

売事業 

（６）決  算  期 1 月末 

（７）従 業 員 数 173 名（平成 17 年 1 月 31 日現在） 

（８）主 な 事 業 所 100 店舗（平成 17 年 1 月 31 日現在） 

（９）資 本 の 額 768 百万円 

（10）発行済株式総数 10,834,000株 

（11）大株主および所有割合（平成 17 年１月 31 日現在） 

 当    社 33.60％ 

 菊地 博已 24.46％ 

 菊地 友子 4.58％ 

 ﾊﾞﾝｸ ｵﾌﾞ ﾆｭｰﾖｰｸ ｼﾞｰｼｰｴﾑ ｸﾗｲｱﾝﾄ ｱｶｳﾝﾂｲｰｱｲｴｽｼﾞｰ 

 （常任代理人 株式会社東京三菱銀行） 4.16％ 

 有限会社キイ・ライン 3.36％ 

 菊地  舞 1.68％ 

 株式会社みずほ銀行 1.33％ 

 山手 義彦 1.25％ 

 松本 和雄 1.07％ 

 日本生命保険相互会社 0.94％ 

（12）最近事業年度における業績の動向 

 平成 16年 1 月期 平成 17年 1 月期 

売 上 高 6,406百万円 7,365百万円 

売 上 総 利 益 3,305百万円 3,926百万円 

営 業 利 益 134 百万円 381 百万円 

経 常 利 益 270 百万円 452 百万円 

当 期 利 益 6 百万円 230 百万円 

総 資 産 7,891百万円 8,138百万円 

株 主 資 本 6,365百万円 6,635百万円 

１株当たり配当金 － 5 円 

 

３．株式の取得先 

（1）氏    名 菊地 博已 

（2）当社との関係 当該異動する連結子会社（ナイスクラップ）の代表取締役社長で

あり、平成 17年 5 月 26 日より当社取締役でもあります。 



４．取得株式数、取得価額および取得前後の所有株式の状況 

（1）異動前の所有株式数 3,640,000 株 （所有割合 33.60％） 

（議決権の数    36,400 個） 

（2）取 得 株 式 数1,452,000 株      （取得価額 653百万円） 

（議決権の数    14,520 個） 

（3）異動後の所有株式数 5,092,000 株 （所有割合 47.00％） 

（議決権の数    50,920 個） 

 

５．日程 

平成 17年 9 月 22 日 取締役会決議、株式譲渡契約締結 

平成 17年 9 月 28 日 株券引渡し期日（予定） 

 

６．今後の見通し 

 今後、店舗開発、商品開発等において従来以上に協力関係を築き、シナジー効果を高める

ことで、当社および株式会社ナイスクラップは、お客様の支持をより一層いただくことが可

能であると考えており、業容拡大と収益力の強化を期待するものであります。 

   尚、平成１８年２月期連結業績への影響については、後日発表致します。 

 

 

以 上 

 


